
 

HEAP ATライブラリー 

HEAPは、大学間に生じている障害学生支援に関する温度差是正を目指すネットワーク事業です。この度、

障害のある大学生・大学院生の「学びやすさ」「生活しやすさ」をアシストする支援技術（AT：Assistive 

Technology）を紹介・展示会を行います。参加者の皆さんには実際に ATデバイスを手に取って体験して

もらうことで、ATの理解度や応用力を高める機会とします。 

 

日程：2025年 3月 3日（月） 

① A時間枠 13時 00分～15時 45分（ATライブラリー13:00～14:00/トークセッション 14:15～15:45） 

② B時間枠 15時 00分～17時 00分（トークセッション 14:15～15：45/ATライブラリー16:00～17:00） 

※A・B時間枠の ATライブラリーは同内容のプログラムを実施します。トークセッションについては、A・

B時間枠合同で行います。どちらか都合の良い時間帯にお申し込みください。 

 

時間 ① A時間枠 ② B時間枠 

12時 45分 A時間枠参加者受付開始  

13時 00分～14時 00分 ATライブラリー  

14時 00分  B時間枠参加者受付開始 

14時 15分～15時 45分 トークセッション トークセッション 

15時 45分 終了  

16時 00分～17時 00分  ATライブラリー 

17時 00分  終了 

 

 

会場：京都大学 吉田キャンパス 国際科学イノベーション棟 5階 シンポジウムホール/ホワイエ 

〒606-8501 京都市左京区吉田本町 京都大学 吉田キャンパス本部構内 

対象：大学等の高等教育機関で障害学生支援に関わっている、または関心のある教職員 

大学等の高等教育機関における障害学生支援に関心のある高等学校の教職員（教育委員会の関係

者を含む） 

 

定員：A時間枠 30名／B時間枠 30名 

参加費：無料 

申込期間：2025年 1月 20日（月）～2025年 2月 7日（金）（〆切： 2月 7日（金）17:00） 

申込方法：以下のアドレスまたは QRコードからお申し込みください 

https://forms.gle/9yJUcTXnbXDvyW7Y6 

 

https://forms.gle/9yJUcTXnbXDvyW7Y6


 

内容： 

【トークセッション】 

「障害学生支援における ATの現状とこれから～ATIAカンファレンス 2025参加報告をふまえて～」 

＜内容＞日本の障害学生支援の現場における支援技術の現状とこれからについて ATIAカンファレン

ス 2025＊の視察報告をふまえてトークセッションを行います。 

   登壇者：楠敬太（佛教大学）、山口俊光（新潟大学）、大前勝利（京都大学） 

＊ATIAカンファレンス 2025は、アメリカのオーランドで行われる Assistive Technology Industry Associationが主催する年次

会議です。このカンファレンスは、支援技術に関する最新の研究、製品、サービスを紹介する場として、専門家や教育者、技術者が

一堂に会するイベントです。 

 

【ATライブラリー（体験）】 

＜内容＞実際に ATデバイスを手にとって体験してもらうことで、ATデバイスの活用に関する理解度

や応用力を高める機会とします。 

 

ATライブラリー展示予定（一例）： 

・聞くをサポートする（PCテイク、音声認識ソフト、補聴援助システム、字幕付け） 

・見るをサポートする（拡大鏡、読み上げソフト、OCRソフト、点字ディスプレイ） 

・動くをサポートする（姿勢保持、入力補助装置） 

・読む書くをサポートする支援（ノイズキャンセリングイヤホン、レコーダー、デジタルノート） 

・防災／避難用具 

 

【関連ブースの出展（予定）】 

・京都大学 DRC「災害時対応に関する取り組み」 

・京都大学 HEAP「精神障害や発達障害のある学生の修学支援アセスメント及びリソース集」 

・東京大学 PHED 

・DO-IT Japan 

・AccessReading 

 

主催：京都大学 高等教育アクセシビリティプラットフォーム（HEAP） 

共催：東京大学 障害と高等教育に関するプラットフォーム（PHED） 

 

問い合わせ先：京都大学 HEAP（DRC直通 担当：大前） 

TEL 075-753-2317 

E-Mail heap@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp 

mailto:heap@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp

